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うつ病モデルマウスなど脆弱な疾患モデルマウスの脳表に、低侵襲の豊橋プローブを埋め込み、数か月単
位の神経活動を測定できた。本計測系は、行動解析では判別が困難な初期のうつ病疾患モデルマウスの電
気生理学的形質異常も検知できる。疾患の発症メカニズムの解明や薬剤スクリーニングに有用である。

豊橋プローブと市販電極
の比較

世界最細の豊橋プローブ

豊橋プローブ(ブロックS)
先端径5umの刺入型電極 大脳皮質視覚野へ

の埋め込みと光刺激

世界最細の先端径5umの刺入型電極である豊橋プローブは、刺入後の組織に対する侵襲性が低く、脳内への埋め込
みにより、1年余にわたる⻑期安定的な電気⽣理学的な脳の機能の測定が可能である。

視覚野の神経細胞の光に対する反応について
豊橋プローブによる細胞外記録の⻑期計測

疾患モデルマウス(Nfr2ノックアウトマウス)の脳計測

1. OFT
立ち上がり回数が有意に多く警戒心が
増加した

2. SPT
嗜好性が有意に低く無快感症状が顕
著である

3. TST
無動時間が有意に長く無気力症状が
顕著である

計測したNfr2 ノックアウトマウスには、代
表的なうつ病フェノタイプが確認された

〇行動解析


